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１．はじめに 
近年，政府の e-japan 戦略によりオープンコースウェアや e ラーニングを例とする教育の情報化が進み[文部科学白書 2005]，個
人によるブログや，wikipedia などの CGM（Consumer Generated Media）によりコンテンツの制作・公開が数多く行えるようにな
ってきた．そのため，個々の学習者が勉強した分野・項目やその理解度に適した学習コンテンツを検索できるシステムの必要性が
高まってきている．一方で，本研究の先行する研究として中央大学では，学生同士が face-to-face で助け合うことを支援する学生
間相互学習支援システム「CCA(キャンパスコミュニティエイド)」の研究・開発を行ってきた[中央大学 2008]．実際に CCA を運用
してみると，学習内容に対する理解度は高いが，苦手意識を持っているため学習に身が入らない学生や，学習内容に対する理解度
は低いが，その分野に興味を持ち，難しい内容でも進んで取り掛かかる学生などが見受けられた．そのため，学習支援を行うため
には，学習者の取り組む学習内容とその理解度だけではなく，その人が主観的に感じる学習内容に関する好き嫌いや苦手・得意の
意識を考慮する必要がある．本研究では，この学習に対する主観的な感じ方を「学習に対する感性」と呼ぶ． 
本研究では，興味・関心・理解力などの主観的な特性の異なる利用者の間での知識共有システムを作成するために，その要件を
明らかにするとともに，実現の一方法として，個人識別や主観・客観の観点を導入できるよう拡張したタグの体系を開発した（タ
グとは，コンテンツの作成者や閲覧者が付ける，コンテンツの特徴を示す語句のことである）．また，この有用性を実証的に評価
するため，相互学習支援システム（キャンパスコミュニティエイド）を開発し，実際の授業コンテンツを対象に運用しつつ，学生
の興味・関心に合ったコンテンツの検索などの機能を実現した． 
 
２．学習に対する感性の異なる利用者のためのコンテンツ共有方式 
本論文では，はじめに，興味・関心・理解力などの主観的な特性の異なる利用者の間での情報共有という観点から，その仕組み
を提案した．情報共有の新しい仕組みとして，利用者がコンテンツに自由にタグを付け合う Web2.0 が提案されたが必ずしも有効に
は機能していない．本論文は，これが，利用者の間での主観的な解釈・評価の違いを無視した形式的共有（字面上の共有）による
ことを明らかにした．本論文では，これを解決する手法として，主観・客観の観点を導入できるよう拡張した体系を提案した．Web 
2.0 の典型的なタグの体系として IEEE の規格 LOM（Leraning Object Metadata）をベースに，タグを追加した個人識別子情報と共
に主観・客観の区別を明確にすることが可能なタグの体系を設計し，学習コンテンツを対象とする知識共有システムを試作した[北
川 2007]．表 4.1 内の左表は，IEEE が学習オブジェクトを表すためのデータ構造と構文を定義し，教育用コンテンツの共有化と流
通を促進するために作った LOM を参考に設計したガイドラインである．LOM は，Dublin Core のメタデータ構成を参考にしており，
各国が参照している国際基準である．表 4.1 の右表が，本研究で設計したタグのガイドラインである．本研究では，設計したガイ
ドライン付きのタグを「知識表現タグ」と名づけた．この提案したタグにより，システムは，ユーザの主観的な評価を促し，管理
すると共に，ユーザが他のユーザの付けたタグから，コンテンツやタグを付けたユーザの特徴を的確に把握できる．表 1 に LOM と
知識表現タグの説明，知識表現タグと LOM の項目の対応関係と本仕組み全体で利用するために付けてもらう評価値を示した．  
知識表現タグでは，ユーザの主観的な評価を促し，管理を行う．主観的な評価のため，誰が付けた評価なのかが重要となる．あ
る人が付けた「やさしい」という評価を参照した場合，他の人にとっては「難しい」コンテンツを得てしまう場合があるためであ
る．従って，コンテンツに付けられるタグと共に，そのタグを誰が付与したか分かるユーザ ID と共に管理してデータベース化を行
う．タグとユーザ ID を共に管理することで，人伝いのコンテンツ検索が可能となる．例えば，「やさしい」とタグのついていたコ
ンテンツを参照した際に，自分にとっても「やさしい」と感じるコンテンツだった場合，閲覧者はそのタグを付けた人と評価基準
が近いと判断する．また「難しい」コンテンツが欲しい場合には，同じ人が「難しい」とタグを付けているコンテンツを参照する
ことができる．図 1 は，提案する情報共有システムの画面イメージを示す． 
本論文では次に，主観評価の仕方が一致する利用者群とその学習コンテンツとの対応関係をグラフ構造から抽出する手法を実現
した[北川 2009]．これを，amazon 等で用いられている協調フィルタリングの手法との融合化を図ることにより，個々の利用者の
主観特性に合った学習コンテンツ群を推定・検索するアルゴリズム群を開発した．これにより，興味・関心・理解力などの主観特
性の異なる利用者の間での知識共有を容易にすることが可能となった．また，タグやコンテンツが時々刻々追加され動的に成長し
ていく Web データベースにも適用できるようになった． 
本研究では，ソーシャルブックマークサービスのようなタグを用いたコンテンツ共有方式を拡張し，学習に対する感性の異なる
利用者のためのコンテンツ共有方式を提案・設計する． 本研究では，学習に対する感性を考慮するための 3 つの仕組みを持つコン
テンツ共有システムを設計する． 
（１）学習者に感性的な評価を促し管理するタグのガイドライン 
（２）学習に対する感性に基づく利用者群とコンテンツ群の分類・対応付け 
（３）学習に対する感性に基づく利用者とコンテンツの構造化 
 学習コンテンツへの評価（レビュー）には，利用者自身が主観性を自覚しつつ付与する情報（主観情報）と，自覚せずに付与す
表 1 LOM と知識表現タグの項目とその対応関係 
る情報（擬似的な客観情報）が混在する．本論文では，これを整理するために，利用者の識別情報と共に付与された評価（レビュ
ー）に対して，別の利用者がその利用者の主観に基づいて評価する（レビューへのレビュー）仕組み，ある利用者グループの中で
の評価の統計的な指標を求める仕組みを導入した[北川 2010]．これにより，思い込みや苦手意識・達成感・安心感・目的意識など
の高次の感性の抽出の可能性を示した． 
本研究では，学習者自身の能力評価とサポーターの指導学生に対する能力評価の客観性を高めるために，学習行動に対する評価
を用いることで客観的に能力を評価できる指標として，コンピテンシーという考え方を導入した[スペンサー 2001]．このコンピテ
ンシーは，評価の視点の選択での客観性は高くなる一方，評価値には，それでもなお主観が入りうる．これはプログラミング演習
の実験において，学生自身の主観的な評価と TA の担当学生に対する主観的な評価に違いが生じるという結果から示された． 
 
３．学生間相互学習支援システム「キャンパスコミュニティエイド」 
本論文では，これらのアイデアの実証実験として，これらのアルゴリズムを組み込んだ相互学習支援システム（キャンパスコミ
ュニティエイド）を開発した．図 2 は，キャンパスコミュニティエイドのサービス概要を示す．キャンパスコミュニティエイドは，
学習者が携帯電話から個別指導のリクエストをシステムに送ると，システムが学習者やサポーターである上級生・院生との学習記
録や他者評価などの個人特性の適合性や，両者に共通の友人や趣味から互いに感じる親近感などの感性的なつながり感を判断し，
各学習者に適した「マイサポーター」を紹介するシステムである． 
さらに，参考研究で開発してきた face-to-face での学び・教え合い・相互成長を支援する学生間相互学習支援システム
「CCA(Campus Community Aid)」に，本研究で設計したコンテンツ共有方式を組み込んだ新たな CCA の開発・運用を行う．その評価
を通して，本研究では提案した仕組みの必要性・有用性や課題について整理する． 
また，アルゴリズムを組み込んで評価実験・適用実験できる，プラットフォームシステムを構築した． 
 
図 1 提案する情報共有システムの画面イメージ 
 ４．結論 
 本論文では，以上のように，興味・関心・理解力などの主観的な特性の異なる利用者の間での知識共有システムに必要な要素技
術を開発するとともに，相互学習支援システム（キャンパスコミュニティエイド）の試作・運用を通じて，その有効性を示した．
今後の展望として，本研究では，提案した相互学習支援システムの運用範囲を，他の講義・学科・学部，学外と広げる．そこでの
運用より，提案システムの汎用性のある部分，運用範囲によって生じる課題について明らかにする． 
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